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⼋事地域で取り組むロコモ予防
⽇本⾚⼗字社愛知医療センター名古屋第⼆病院(⼋事⽇⾚)

整形外科・脊椎脊髄外科・リハビリテーション科
⼋事整形 発起⼈

佐藤 公治

2026.2.12 救急医療特別研修会
名古屋 

2027年 ⽇⾚150周年、名整会100周年
2026年 ⼋事⽇⾚112周年

⼋事整形27年、⼋事⽇⾚整形56周年
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1999⽇⾚の部⻑へ、災害医療に⽬覚める
• 40歳で⾚⼗字病院に整形部⻑として赴任
• 頚椎、胸椎、腰椎の前⽅(腹側)と後⽅(背側)アプローチのいわゆるオー

プンの脊椎⼿術や外傷治療ができることは災害医療に役だった
• 無線の知識も災害救護に役⽴った。

ニッパと点滴

Cf.脳外科

演者作成スライド
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専⾨ 脊椎・脊髄⼿術
低侵襲⼿術

• 名⼤整形講師
• 脊椎班チーフ

• どんな⼿術もできると思っていたら
• MISの時代がやってきた

• ⽇本で当時約100⼈の脊椎内視鏡技術認定医
• ⽇本MISt研究会の⽴ち上げ
• 初代代表
• 国際MIStへ

• いろいろな学会の評議員
演者作成スライド
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MIST(脊椎低侵襲治療;ミスト)とは、
Minimally Invasive Spine Treatment
• MISTの利点
• 回復が早い
• 痛みが少ない
• ⼊院期間が短い
• 合併症のリスクが低い

社会復帰の早期化とQOL向上

演者作成スライド
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MISTは⾼齢者の最適治療
• 腰部脊柱管狭窄症
• 除圧 内視鏡、MILD、UBE、
• 除圧固定 MIS-PLIF/TLIF、C-cage
• 矯正 LIF(XLIF,OLIF)+PPS、
• 癒着剥離 TSCP(経仙⾻脊柱管形成術)

• ⾻粗鬆症、脆弱性椎体⾻折
• 椎体形成、⾻セメント
• セメント補強PS

• 慢性痛
• オピオイド、プレガバリン
• 神経根ブロック
• 脊髄刺激

演者作成スライド
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MISTは健康寿命の延伸に寄与する
• 治療する事でQOLの改善
• 腰痛下肢痛、痛みの改善
• ロコモ予防は認知症予防にも影響

• 歩⾏能⼒や外出⾏動の改善
• 運動習慣、貯筋
• 何歳でも体⼒は付く

• 気持ちが変わる、意欲
• ロコモサイコソマ
• いつまでも⼈⽣を楽しめる

• 仕事ができる、働ける

⼿術は⼤げさ、⼤変
昔は80歳で全⾝⿇酔⼿術あきらめ
家族も「やめとこう」だった

間⽋性跛⾏の改善
「歩ける」は重要

演者作成スライド

みんな早く治りたい
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! ⾼齢化社会
• 低侵襲治療MISTが望まれる。
• 80歳以上の全⿇Op可能.

! 「背⾻の⼿術をしたら寝たきり」は昔話
• 脊椎の⼿術が進歩
• MISTの発展

! ロコモ予防
• いつまでも⾃分で動きたい、やりたいことをしたい
• 健康寿命

メディカルノートの取材記事
https://medicalnote.jp/contents/170403-003-OC

演者作成スライド

7

地域でのロコモ予防
• 1999 名⼆⽇⾚ 整形統括部⻑として赴任
• 2000 ⼋事整形会と⼋事整形医療連携会 設⽴
• 2011 NPO化 !"#$%&'()*+,-./0123

• 2009 ⽇本MISt45678 9: ;<= > 設⽴
• 2012 名⼆⽇⾚ 副院⻑ 医療安全
• 2012 ⽇⾚整形部⻑会 All Japan
• 2014 名⼆⽇⾚ 副院⻑ 経営、⼿術室
• 2018 名⼆⽇⾚ 院⻑ 地域の医療経営

演者作成スライド
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地域医療連携 ⼋事整形
• 1999年 ⼋事整形会4?@ABCDEFG >

• 2002年 ⼋事整形医療連携会発⾜
• 2003年 連携パス作製、施⾏
• 2006年 診療報酬に収載
• 2009年 名古屋6病院がまとまる
• 名古屋整形外科医療連携会

• 2009年 院内連携パス委員会
• 2010年 ホームページの⽴ち上げ
• 2010年 ⼋事整形救急連携
• 2010年 昭和区災害訓練
• 2011年 NPO⽴ち上げ

演者作成スライド

やごと
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⼋事整形会
since 1999

! 医師の情報共有の場
! 症例検討会と勉強会
! 専⾨医の単位取得講演会
–⽇整会、リハビリ、医師会

! 3ヶ⽉おき、年四回
! ⽔か⽊曜の夜
! ⼋事近隣のホテル
! 世話⼈30名
! 参加50-100⼈
! NPO/メーカー 共催

情報交換会!

演者作成スライド
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100回の参加者

0

2 0

4 0

6 0

8 0

1 00

1 20

第
1回

第
4回

第
7回

第
10

回
第

13
回

第
16

回
第

19
回

第
22

回
第

25
回

第
28

回
第

31
回

第
34

回
第

37
回

第
40

回
第

43
回

第
46

回
第

49
回

第
52

回
第

55
回

第
58

回
第

61
回

第
64

回
第

67
回

第
70

回
第

73
回

第
76

回
第

79
回

第
82

回
第

85
回

第
88

回
第

91
回

第
94

回
第

97
回

第
10

0回

⼈

⽬標50⼈、平均45⼈

演者作成スライド

11

⼋事整形医療連携会
since 2002

• 運動器疾患に携わる医療従事者の会
• 運動器疾患の勉強会
• 医療の標準化
• 施設紹介
– 横のつながり

• 半年おき、年2回研究会
• 役員30名、役員会を前後⽇に開催
• ⼀時は参加200名超え

Drは研究会や医師会など
何かと会う機会は多い

事務局 名古屋第⼆病院 リハ課 細江
幹事 名⼆病院、寺本クリニック、⽊村病院、加藤病院、ゼニタ、善常会リハ、聖
霊病院、上飯⽥リハ、熱⽥リハ、東名古屋、ライフ&シニアハウス、ジェネラス

!"#$%&'(

意⾒交換会!

演者作成スライド
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⼤腿⾻頚部⾻折地域連携パス
• 2003 ⼋事整形医療連携会で作成
– コアメンバー施設で試⾏

• 2006 診療報酬に掲載
– すぐに予防指導箋「転倒予防・⾻粗鬆症予防」

• 2007 ロコモチャレンジ、⽇整会
• 2009 名古屋⼤腿⾻頚部⾻折連携パス拡⼤合同会議
• 2014 ⾻粗鬆症マネージャーの育成
– OLS、FLS

• 2015 頚部⾻折ガイドライン第3版に関与
• 2022 診療報酬にFLSが掲載された

演者作成スライド
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治療+⼆次⾻折予防(FLS)
!"#$% 急性期 回復期 生活期、維持期

診断

治療・薬剤

リハビリ

社会保障

家族

救急病院 リハビリ病院 在宅、施設

医療保険 介護保険

期間 およそ二週間 &ヶ月以内 それ以後

骨粗・転倒予防

栄養指導

いかに早く診断治療するか

頚部⾻折は緊急⼿術

地域連携パスに予防を付加
演者作成スライド

14

患者さん⽤パス

演者作成スライド
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FFNの紹介
• IOF、FFN

FLS; ⼆次⾻折予防Prevention

演者作成スライド
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地域のリエゾンロコモ予防,地域でのチーム医療
• 2003 ⼋事整形医療連携会で作成
• コアメンバー施設で試⾏

• 2006 診療報酬に掲載
• すぐに予防指導箋「転倒予防・⾻粗鬆症予防」

• 2007 ロコモチャレンジ、⽇整会
• 2009 名古屋⼤腿⾻頚部⾻折連携パス拡⼤合同会議
• 2011 NPO⽴ち上げ
• 2014 ⾻粗鬆症マネージャーの育成
• OLS、FLS

• 2015 頚部⾻折ガイドライン第3版に関与
• 2022 診療報酬にFLSが掲載された 889: ,;<=>?

演者作成スライド
2026.3⽉ FFNJ名古屋 佐藤主宰
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当院 ⼤腿⾻頚部⾻折連携パス使⽤実績

例

⼋事⽇⾚データ

2006地域連携診療計画管理料

2016退院⽀援、地域連携診療計画加算

演者作成スライド
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⼆次性⾻折予防地域連携パスシート作成
⾻粗鬆症予防だけでなく

ロコモ予防(フレイル、サルコペニアを含む)

演者作成スライド
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@ABCDEFGHIJKLGHM
NOPQRSTUVW0XYZ[\]^_

`abb cd ⼋事ロコモ⾳頭

演者作成スライド

! ⾏政、企業（寄付⾦）との窓⼝
! パンフレット、ホームページ作成
! ⼋事整形会⽀援
! ⼋事整形医療連携会⽀援
! 市⺠公開講座⽀援
! 関連施設勉強会⽀援
! 指導スタッフ育成

20

地域でのリエゾンロコモ予防

! 地域連携パスに予防や啓発も含める
–患者と家族

! 指導スタッフの育成
–関連施設への出張講義
–OLSマネージャーの育成

! 市⺠公開講座
–⼀般市⺠

! 総合事業などへの協⼒
–保健所や事業所の健康教室講師

efFghi1UVjklmn

演者作成スライド
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ロコモ予防マニュアル v4.1
! 病棟で講習会
–患者さん向け
–整形病棟デイルーム
– 2週間に⼀度、⾦曜⽇午後5時
–看護師とリハビリスタッフ交互

! パンフレットを作製
–同じ指導内容、予防の標準化
–地域連携施設で共通利⽤

! 市⺠公開講座に利⽤

NO$%PQR STUVWXYZI[

メインキャラクター
ころばないぞう
「転場無僧」さん

opqrstuvw
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⼋事整形医療連携会のOLSチーム
! ⾻粗鬆症学会認定医 11名
! ⾻粗鬆症マネージャー 26名（9病院、4施設、個⼈2名）
–看護師     9
–理学療法⼠ 8
–薬剤師 5
–診療放射線技⼠ 1
–管理栄養⼠ 2
–ケアマネージャー 1

!"# $%&

'(# )*+,-

'.# /0&

.# 123

4# 56- 789

2023.4 現在の⾻粗鬆症学会での⽐率

愛知県 認定医96名
マネージャー171/全国3928名

演者作成スライド

知識の整理
だれでもこれくらいは話せるように

23

! 運動器疾!を有"る!#

! $%&'()
（ロコモ･サルコペニア･フレイル･⾻粗鬆症･転倒予防）
! *+

! X線検査、⾻塩定量検査
! ⾎液検査
! 服薬・栄養評価および指導
! 理学検査
! 個別運動および/または指導
「地域で転倒や⾻粗鬆症を防ごう」マニュアル使⽤

!"#$%&'
`ab| cd い,でも- どこでも-だ.でも

ロコモ予防/0

! 12
! 当院 毎週⽔・⽊曜⽇各１名
! 連携病院（⼋事整形医療連携） 随時

!"#$%&'(
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⼤腿⾻頚部/転⼦部⾻折診療ガイドライン 
改訂第3版 2021 

• 第9章 リハビリテーション医療
– Clinical Question 11 ⼊院中の多職種連携によるリハビリテーション
（multidisciplinary rehabilitation）は推奨されるか？

– Clinical Question 12 \]^_`abcSUdeUf3gh1ijklmnopAq

– 解説1 地域連携パスの経緯と現状
– 解説2 多職種によるリハビリテーション医療の意義

• 第10章 退院後の管理
– Clinical Question 13 ?rstu vwxusycSz{sy|}klmnopAq

– Clinical Question 14 s~•€•‚S=cƒ^„…ks†‡Sˆ‰Š‹pAq

– 解説1 ⾻折リエゾンサービス(FLS)
!"#$%&'(
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40年前、⾃分が研修医の頃
! 3o44e5⾻折の!#に 6it78を9:したら;ら.た
–確かに⾻折に適応は無いが、今ならFLS

! <= >!#に?@A?の指BをCいたらDら.た
–今や、がんロコモ

医学はEF⽉G
H院IJKから地域で医療、LでカMー、地域連携は当たりN
昔の:OPいQーム医療をしRいた S TU師さんのVW

演者作成スライド
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今のキーワード
! 地域連携
! 多職種連携

}~•€•‚•ƒUVXY„…,
†‡xyˆ•‰Š‹xy%Œ•Ž••‘
UV1 ’“”]•–—xy %˜> ™

南あわじ市 ユネスコ⽂化遺産優良事例 淡路⼈形浄瑠璃が⼊賞

⾻折?XYンZーAス
（Fr[\t]re Li[i5on Servi\e; FLS ）

UVw1š_›W0

!"#$%&'(
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地域連携会の継続・発展のコツ
! ^に_しいことにQャレンジ、事業`⼤
–リーダーシップ、情熱(パッション)

! 世話⼈のコabcdーefン
–全体会年2回の間に世話⼈会、都合年3回
–飲ミュニケーション
–メーリングリスト、LINE、

! いいghをiめる
–お互いリスペクト、信頼、
–タレント、皆話好き

課題
œ•ž•

演者作成スライド
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第13回⽇本脆弱性⾻折ネットワーク学術集会(FFNJ)
in 名古屋

jttk5l//mmn7or7nk/
Eopqr⾻折ネットsーt

事前登録受付中

演者作成スライド

! 2026年2⽉2uE -28E

! vwンtxy z名{|}近く ~
! テーマ $%&'の()で S8•5
–真のFLSチームビルディングで脆弱⾻折ゼロ

41

Œ

jttkl// norj7]€in7nk

地域で⼆次⾻折予防・転倒予防・⾻粗鬆予防
リエゾンロコモ予防

NPO名古屋整形外科地域医療連携⽀援センター

! UVw1Ÿ ¡¢š_›W0
! £¤•ƒxy1¥q¦¦§¨©W
• 地域でのチームビルディング

• いつでもロコモ、どこでもロコモ、だれでもロコモ

!"#$%&'(

ロコモ予防や脆弱性⾻折の⼆次⾻折予防(FLS)が健康寿命の延伸、引いてはSDGsへ

42

https://ffn.or.jp/
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https://youtu.be/64aPfBtw9fE
https://youtu.be/e9EZWJegbqA
http://norh.umin.jp/

